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要 旨

平成 年当初より，検疫所や全国自治体の検査機関で中国産の冷凍ほうれんそうからクロルピ14
5リホスが生鮮ほうれんそうの残留基準値を超えて検出される事件が相次いで報告された．同年

月 日に厚生労働省から冷凍野菜に対して残留農薬の基準を適用するとの通知があったことを受21
けて， 月から 月にかけて市内流通品及び輸入元商社の在庫品 種類 検体について残留農薬6 9 15 58
の検査を実施したので，その結果について報告する．
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Ⅰ は じ め に

平成14年4月に民間の食品検査機関が外食チェ－ン店

の業務用中国産の冷凍ほうれんそうを検査したところ，

フェンバレレ－ト及びクロルピリホスがほうれんそうの

残留基準値を超え検出されたという情報が得られた．ま

た検疫所の検査で同じく中国産のほうれんそうからパラ

チオン，エリンギからクロルピリホスが残留基準値を超

え検出されたことにより，中国産野菜に様々な農薬が残

． ，留している可能性が高いと考えられた 当所においては

5月21日に厚生労働省から「冷凍野菜」に対して残留農

薬の基準を適用するとの通知があったことを受けて，6

月に福岡市内に流通する中国産冷凍野菜8検体の農薬を

検査したところ，4検体から農薬が検出され，うちほう

れんそう1検体から残留基準値を超えるクロルピリホス

が検出された．そこで，さらに7月から9月にかけて市内

流通品及び輸入元商社の在庫品14種類50検体を検査した

ので，その結果について報告する．

Ⅱ 実 験 方 法

1.試 料

ほうれんそう12，未成熟いんげん9，えだまめ8，こま

つな3，未成熟えんどう3，そらまめ2，ちんげんさい2，

さといも9，おくら2，カリフラワー2，ごぼう2，ブロッ

コリー2，にんにくの芽1及びねぎ1の計58検体．
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表１ 検査農薬及び定量下限値

※定量下限値が（）書きしているものは農産物に残留基準がないもの

有機リン系農薬 有機塩素系農薬 有機窒素系農薬

ＥＰＮ 0.01 ｏｐ’－ＤＤＥ 0.005 アセタミプリド 0.05

アセフェート 0.05 ｐｐ’－ＤＤＤ 0.005 アラクロール 0.01

イソフェンホス 0.01 ｐｐ’－ＤＤＥ 0.005 イソプロカルブ 0.1

エディフェンホス 0.01 ｐｐ’－ＤＤＴ 0.005 イプロジオン 0.05

エトプロホス 0.005 α－ＢＨＣ 0.005 イプロジオン代謝物 0.05

エトリムホス 0.01 β－ＢＨＣ 0.005 ウニコナゾールＰ 0.05

カズサホス 0.01 γ－ＢＨＣ 0.005 エスプロカルブ 0.05

キナルホス 0.01 δ－ＢＨＣ 0.005 オキサミル 0.02

クロルピリホス 0.01 アクリナトリン 0.05 カフェンストロール 0.05

クロルピリホスメチル 0.01 アルドリン 0.005 カルバリル 0.05

クロルフェンビンホス 0.01 エンドリン 0.005 キノメチオネート 0.02

ジクロルボス 0.01 カプタホール 0.05 クレソキシムメチル 0.05

ジメチルビンホス 0.05 ジクロフルアニド 0.05 クロルフェナピル 0.01

ダイアジノン 0.01 ディルドリン 0.005 クロルプロファム 0.05

チオメトン 0.01 ビフェノックス 0.01 ジエトフェンカルブ 0.05

テルブホス 0.005 ビフェントリン 0.04 シハロホップブチル 0.05

トルクロホス (0.01) ヘプタクロル (0.005) シプロコナゾール 0.05

トルクロホスメチル 0.02 ヘプタクロルエポキシド (0.005) チオベンカルブ 0.05

パラチオン 0.01 チフルザミド 0.05

パラチオンメチル 0.01 デスメディファム 0.05

ピリミホスメチル 0.01 ピレスロイド系農薬 テトラコナゾール 0.05

フェニトロチオン 0.01 テニルクロール 0.05

フェンスルホチオン 0.02 テブコナゾール 0.01

フェンチオン 0.01 シハロトリン 0.04 トリシクラゾール 0.05

フェントエート 0.01 シフルトリン 0.05 トリフルミゾール 0.1

ブタミホス 0.01 シペルメトリン 0.05 トリフルミゾール代謝物 0.1

プロチオホス 0.01 テフルトリン 0.05 トリフルラリン 0.05

ホサロン 0.01 デルタメトリン 0.01 パクロブトラゾール 0.05

ホスチアゼート 0.02 トラロメトリン 0.01 ビテルタノール 0.05

マラチオン 0.01 ピレトリン 0.2 ピリダベン 0.05

メタミドホス 0.05 フェンバレレート 0.05 ピリブチカルブ 0.05

フルシトリネート 0.05 ピリミカーブ 0.02

フルバリネート 0.01 ピリミノバックメチル（E体） 0.05

ペルメトリン 0.05 ピリミノバックメチル（Ｚ体） 0.05

フェナリモル 0.05

ＨＰＬＣ測定農薬 フェノブカルブ 0.05

ブタクロール 0.05

フルシラゾール 0.05
アゾキシストロビン 0.03 フルトラニル 0.05

クロルフルアズロン 0.1 プレチラクロール 0.05

ジフルベンズロン 0.05 プロピコナゾール 0.05

ダイムロン 0.01 ぺンコナゾール 0.05

テブフェノジド 0.05 ベンダイオカルブ 0.02

テフルベンズロン 0.05 ペンディメタリン 0.05
フルフェノクスロン 0.05 ミクロブタニル 0.05

ヘキサフルムロン 0.05 メトラクロール 0.05

ペンシクロン 0.05 メフェナセット 0.05

メタベンズチアズロ 0.05 メプロニル 0.05

ルフェヌロン 0.05 レナシル 0.1

農薬名
定量下限値
（ｐｐｍ）

農薬名
定量下限値
（ｐｐｍ）農薬名

定量下限値
（ｐｐｍ）農薬名

定量下限値
（ｐｐｍ）

農薬名
定量下限値
（ｐｐｍ）
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2.検査項目

GC 31 18により有機リン系農薬 項目 有機塩素系農薬，

項目，ピレスロイド系農薬 項目及び有機窒素系農薬11
49 HPLC 11 120 1項目 により 項目 計 項目について表， ，

のとおり検査した．

3.試薬・器具及び標準品

アセトニトリル，アセトン，ジエチルエ－テル及びｎ

－ヘキサン等有機溶媒：残留農薬試験用 倍濃縮検定300
品を使用した．

その他の試薬：残留農薬試験用または特級品を使用し

た．

標準試薬：和光純薬工業㈱製または関東化学工業㈱製

を使用した．

酵母抽出アセトン溶液：市販酵母エキス を少量の10g
， ，水に溶解し 酢酸エチル を加え 分間振とう後50mL 10

120mL酢酸エチル層を脱水及び濃縮・乾固後 アセトン，

に溶解した．

含水フロリジル：フロリジル( ～ )を5% 60 100mesh
℃で 時間活性化させ，冷却後 ( )となるよう500 3 5% w/w

ヘキサン洗浄精製水を加えて密栓し 日以上放置したも2
のを使用した．

NH -FLO VARIAN BOND２ カ－トリッジカラム： 社製

ELUT NH 500mg WATERS Sep-Pak Plus2( )及び 社製

( ) を直結して使用した．Florisil 1g

4.装 置

ガスクロマトグラフ： 社製 ⅡAgilent 5890 SEREIES
高速液体クロマトグラフ： 社製 ｼﾘ ｽﾞAgilent 1100 -
GC SHIMAZU GC-17A： 社製

： 社製 ⅡMS JEOL Autmass SYSTEM
LC-MS Applied Biosystems API2000： 社製

5.試験溶液の調製方法

試験溶液の調製は既法 により図 のとおり行っ１～５） 1
た．

試料の抽出

濃縮

１） ２～４） ５）酵母ｱｾﾄﾝ溶液 ﾌﾛﾘｼﾞﾙｶﾗﾑ NH2-FLOｶﾗﾑ

GC(FPD) GC(ECD,NPD) HPLC

図1 残留農薬検査のフローシート

Ⅲ 結果と考察

今回実施した中国産冷凍野菜の残留農薬の検査結果を

2 58 45表 に示した． 検体について検査した結果，のべ

農薬が検出され検出率がかなり高いといえた．特にほう

れんそう，未成熟いんげん及びえだまめからは，クロル

ピリホス，メタミドホス，シペルメトリン及びフェンバ

レレートなどの多くの種類の農薬が検出された．また，

ほうれんそう 検体からは残留基準値の 倍ものクロ1 21
ルピリホスが検出された．

表２ 中国産冷凍野菜の残留農薬の検査結果

検体名 検体数 農薬名 検出数 検出範囲 残留基準値

(ppm) (ppm)

ほうれんそう 12 クロルピリホス 1 0.21 0.01

パラチオン 2 0.01-0.08 0.3

フェニトロチオン 1 0.01 0.2

メタミドホス 1 0.05 なし

シペルメトリン 5 0.07-0.55 2

フェンバレレート 1 0.23 0.5

未成熟いんげん 9 クロルピリホス 1 0.06 0.2

メタミドホス 7 0.05-1.4 なし

DDT 1 0.006 0.2

えだまめ 8 クロルピリホス 5 0.02-0.09 0.1

フェニトロチオン 1 0.01 0.5

マラチオン 1 0.01 2.0

メタミドホス 5 0.11-0.26 なし

シペルメトリン 4 0.08-0.17 5.0

フェンバレレート 4 0.06-0.10 1.0

こまつな 3 クロルピリホス 1 0.03 2.0

DDT 1 0.005 0.2

未成熟えんどう 3 メタミドホス 1 1.8 なし

そらまめ 2 メタミドホス 1 0.09 なし

ちんげんさい 2 シペルメトリン 1 0.13 5.0

その他 19 －－－－－ 0 －－－ －－

計 58 －－－－－ 45 －－－ －－

Ⅳ ま と め

農産物に残留する農薬については，平成 年以降残留5
基準及び規制農産物が増加しており，当所においては食

の安全性を確保するため，できるだけ多くの農薬を一斉

に検査できるよう迅速分析法を開発してきている．今回

のほうれんそうの違反事例については，収去後 日目に2
検査結果が判明したため，約 の違反食品を市場に流6t
通する前に販売を中止することができた．

各種輸入食品については検疫所で検査されているが，
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ロットのばらつきもあるため，今回のケ－スのような違

反食品が流通していることが考えられる．福岡市は地理

的にも東アジアに近く，以前から農薬の残留が懸念され

ていた中国産野菜等の水揚げ量が多いため，今後もこれ

ら輸入食品の監視強化を図っていく必要があると考え

る．
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